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　　　　　6．高射砲，ロケツトに依る成層圏の風

　　　　　靖国神批の花火の燗を中央気象台から経緯儀追跡した

　　　　のは明治40年のことである．〔35〕1944年2月～1945

　　　　年5月にDover附近（510N）で高射砲観測が行われ

　　　　た．高射砲弾は10万ftで発煙し，煙は3分聞位観測

　　　　され，観測点は10mile位の聞隔で4ヵ所位設げられ，
　　◆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　風向は士50風速は士10ノツトの精度で測られた〔17〕
　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　第6．1図aは南北成分及び観測回数，第6．1図bは

　　　　東西成分及び破裂高度を示したものである。b図を見る

　　　　と夏は弱い東風，冬は張い西風で．その移り変りは1944

　　　　年は5月と10月，1945年は4月に見られる．周極渦

’一　　な非常によく示されている．
て

　　　　　Gutenberg〔16〕はV2ロケツ・ト観測結果の中に第6．2

　　　　図のよ5な図を入れている．・ケツトの自己振動の週期

　　　　が，上暦風に依り変化することから，風向風速が求めら

　　　　れるが，この図は80kmの値は夜光雲，30～80kmの

　　　　値は書間の流星の痕跡，90［120kmの値は夜間の流星
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第6．2図　100krn迄η風，20km以上は東
風で50kmで既に　100m／sを起える．
（Gutenbergコ945）
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第6．1図bイギリスの
100，000ft風の東西成分，

数字は観測点の高さ，冬
の張い西分，夏の弱い東
分がよくわかる．・替り目
はコ944年は5月と10．月・，

コ945　年〃ま4月であった．乙

（Murgatroydエ949）
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第6．1図a　イギリスの100，000kt・の風の南北成

分，数字は観測回数，大体20ft以下である．
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の痕跡による値を参考にした，と書いている。第6．1図

は周極渦の季節変化を示したものとして特に注目に値す

るものである．

．7．督響探測による上層風

智波の速さは・一4響で与えられるdま音波の

速さ，γは定圧比熟と定積比熟の比，Tは絶対温度，吻

は分子量である．したがって気温が変るにつれて音波の
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　　第7．1図1925年コ2月18日に5000kgの
　　火藥を爆発させて得られた外聴域の一例．斜線
　　は音の聞こえた区域を示す．（Hergesell　and
　　Ducker七1927）

速さも変つて来る．ζのため光が密度の互いに蓮った媒

質の間で屈折するよ5に音もやはり屈折する．此の原理

を応用して聞接的に上暦の気温を測るのが音響探測であ

る．．したがって直接的に測る高層観測程の精度は期待で
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第7．2図　コ80km迄の気温，実線はN．A．C．A．

大気，白丸は1947年4月7日のV2ロケツト．
破線はヲジオゾンデ，黒丸は音響探測に依る値
で，鎖線は計算上の推定．（Cox1949）

・　一一、一亀
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きないが，高暦観測により気温分布が知れた場合，それ

以上の高さの気温と風を計算して求めることができる．

第7．2図はその一例である〔33〕

　1900年12月7日の浅聞山の爆発の際，藤原嘆ZF氏

は爆発音の聴こえる地域が，聴こえない地域で境される
’
こ
と
を
見 出し，これを内聴域，外聴域と名づけ，これが

東に延びることから，上厨の西風を予想した．〔4〕ユ901

年に英国のヴイクトリア女王の弔砲がロソドソでも聴こ

えたと云われる〔10〕1910年Von　d㎝Bomeは上

暦30km以上に水素があつて晋が屈折すると論じた〔1〕

1918年Christyは第一次大職のChelmsfordの砲声が

夏にだげ聴こえ，冬には西部載線の砲声が大陸で聴こえ

180κりη．

1σσk掬
、

◆

　　　o　～OP七司σ0

　　　　　　　　0　　　　　　　　4α，　　　　　　一800kγh．

　　第7．5図　左側は気温分布．右は音波のいろい

　　ろな経路，最も高v・ものは180kmで反射す，
　　る．（Cox1949）

ることから，上暦には冬には西風，夏には東風がある

らしいことを予想した．〔10〕1923年Lindermanと

Dobsonは60kmの高さに地上と同温度の気暦があるとす

ると読明できるとし，WhiPPleもこの読を麦持した〔3〕

1925年地震学者のWiechertとGutenbergは始めて音

波の径路図を描き，上暦の気温分布を計算した〔8〕We－

9㎝erは外聴域からの内側が冬は100kmで夏は200km犠

以上に拡がることを見出した〔4〕第一次大戦絡了後各地
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第7．4図1947年4月
18日のHelgoland5，000
Ton　TNT爆発試験，三
角はラジオゾンデ観測，

丸は音波受信装置の置
かれた地点（Cox1949）

第7．5図各波いろい．ろ
径路の走時曲線，800krn
では2，800秒後に聞える
（Cox1949）
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　　　　で爆発実瞼が行われ，晋波傳播の研究が行われ・上暦気温

　　　　が測定され，20kmの上暦では李均して，冬は20m／s

　　　　の西風夏は20m／sの東風が吹いていることが計算

　　　　された〔10〕

　　　　　このよろな多くの経験から第二次大職絡了律の1947

　　　　年4月18日にHe1901andで5000tonのTNTを爆
賎　　　発させる大実験が行われた．〔コ9a〕ロケット観測によ

　　　　り上層の気温分布は第7．2図のよ5に或程度知られて

　　　　いたので，上暦風の計算も容易になった．このように温

　　　　度分布を仮定して見る，と第7・3図のよ5に音波はいろ

　　　　一いろの径路を採ることが考えられる．オゾγ層を突き抜

　　　　けた智波は実に180kmの高室を通って，1，000kmも

　　　　距った地点で地上に戻つて来るのである・そこで第7・4

　　　　図の．よ弓に菅源から66～1，000km．も離れた地点に受

“信講装置櫃力軌薙い波長の音は吸牧さ蜴い
　　　　ので，4サイクルよりも長い晋に共鳴する季ろな特別．

　　　　な受信装置が考案され，時刻は0ユ秒まで正確に測定

　　　　された．第7．5図のよ5な各径路毎の走時曲線が描か

　　　　れ，上暦風が計算された．この時の結果を見ると4月18

　　　　日には4～12kmでは各地で12m／s以下の西寄りの風’

て　　　が吹いて居り，12～30kmでは凡そ10m／s以下の西

　　　　風となっている．このよ5な方法は非能率的そあるの
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第7．6図1950年3月オァフ島に於ける爆撃
試験，丸は爆撃地点で，黒丸は音波の受信さ

れなかった点（Crary1952）
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第7．7図1950年Berrnuda，
Can1Zone，Alaskaの夏とコ948
年Alaskaの・冬．成層圏周極渦
が低緯度から高緯度迄及んでい

　ることがわかる．（Crary1950）
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第7．8図1950年
8月のハワイの風，

40kmで50m／s
位の東風となって

いるも黒丸はレ
ーウィン（Cτary
1952）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1憐
で，米空軍では受信機を1ヵ所に置き飛行機で50ポソー．．』．li

曝弾を2・・km噸囲に放射状に落とすと云魎め、覧☆1

て能軸な騨識b・mbingtest’醗展させた〔2年〕r』＝糞

第7．6図はその一例である．受信機1よ300m聞隔で5、麟

台置かれ，それにより習波の方位角と高度角を測定し・

釜灘驚筆臓房乎禦勢鰺讐蔓『灘

ダで行われた・第7・7図はその結果を示すものす夏顎

は成層圏の西風ぱアラスカでは40kmで20m／s・カナ謁

ルゾーンで40kmゼ45m／s，バーrミユダでは：55km3，

で6・m／sと変化している・冬はアラ界力でも60血繕

の西風が見られるす姉城層圏周極渦力：アラスカま△一

で達していること勧かる』最大風速の高さ購聯共藤，

｝こ低くなる・1950年にはカナノレ匹ソ・ハワイ・フロリ1噸

ダ，バーミユダでさらに大規横な実瞼が行われた・〔30〕第麟翠
7．6函ほその例である「第7・8図はハワイ　で　☆羅

沸」i趨1瀦騰漂二響鷺1講
では45kmで70m／s，フロリダの冬には20kmに繋纒

3・m／sの西風が見られる．ただカナノレゾーソの風猷鱗…

分変つているよろだ．
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　　第7・9図・95・～51年冬の鞠聴・Be「m甑i蜜
　　Floridaは西風だが，CanalZoneでは南風や
　　東風が見られるのが珍らしい（Crary1952）　　．　，！

　8．夜光雲，、眞球母雲，流星痕跡よサ見た上層雲』，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴハ・1ivi6r〔33〕によれば50ケの夜の濯痕蹴覇1、1

8・～・・4kmの高さで・醐時の26ケ1ま45～77km・聲1，1・

の14ケは、27’）45kmであつた・風速は・50ケの良好ll∫

な夜の結果からは56．4m／s，夜の結果力」●らは50』all、

m／S・齢よび醐時の結果からは娼・1m／Sとなら・羅

た・風速ほ高さと共に駆居り錫力こ撫こ電耀灘

になることは，風向風速が尚ざに依り色々に変ってヤSるて．，

ことを示している・第8・1図腋の風向肝均聴を1

示し，実騨2塒以前・点榔24時膿のもの衝ll
る．必ずしも東西成分が大きくないことは面白い・今章ヨ
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　　　　第8．1図　アメリカに於ける夜の流星痕跡より
欝占・　　見た風向頻度図，実線は正子以前，点線は正子

霧ll　以後の値（01ivier・947）

1辮』では書でも流星のレーダー観測が行われているから，も
霧ジっと鋤、な資料もあるだろう．

影1☆一　　一kiによりB85年　見された　

猷
．
．

当時は1883年のクラカトア大爆発と関連して考えられ

1・1・た・5月中旬から8月中旬に50。N以北で見られる．

　　高さは82．2k田で，Dobson〔7〕の見たものはその速
ナ
』 ・度はSSWに向つて230m／sであつたという．1934年

1㌧ 夏に南ノルウエーでも観測された〔11〕こり時は三点写．
ずロ

轟1・眞測量により・41ケの醐高度1ま82・2kmで・速さは

難一一’80～92m／sで西に動いた・1933年7月にノルウェーに
ぷヘリ

魏　現われたものは33時間後にカナダに移り，その速さは

蕪i熱轟鎧麟慧磁
』一　5層　　　　』

　　から，これが山脈の風下に出来るものであることを立証

　　した．この高さは22～29kmで，こんな高い所に迄彊

　　制上昇が起るとは意外である．その速さは求められて居

　　ない．

実，　9．　あとがき
ピ

爵嘉，上層の風の概念はこの読明で次第に皆さんに親しいも

慧
　ロ

、』のとなうたであろ5と思5．水爆実験時の風はアメリカ
ぱセ

籔　でも先頃調査報告を出しているし，日本でも調査されて

欝　いるのでいずれ発表されるであろろ．成層圏の風が春分

麟L。秋分に交替することは，気温の南北傾度が逆になるから
お
リ

戴，1一で・明らかに太陽輻射と関連しているようだ．Haurwitz
トゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

ll羽〔5〕は太陽紅熔がオゾソ層の昇温を起し，それは対流圏
1ジ．．の獺影こ影響する筈だと述べ，Pa1皿er〔32a〕1よ，成駿

鍵◇が突然昇温して，低緯度の囎1こ低蒙圧ができることを

藪F実証した．したがって成層圏の風も將来は下層との関連．

1贈写において考えられるかも知れない．死の友は一種の浮游

套ゼゾソデのような役目をしていると考えられる．しかしそ

翻れは叉死の友の危瞼性を測り知れず増大しているわけ

蘇で，それが死の友の谷間に佳む我々にとってのみならず

臨．車・全人類にとって望ましくないものであることは云うをま

難1たない．いろいろの御助言を与えて下さった北岡龍海及

　、ぴ御閲読を願った和達潭夫両先生に深き感謝の意を表わ

　iすもめである・　　　　（中央気象台）一

　　亭8’、　　　・・　　　　　。　「　，覧　　　　．
　　　ヨ　　　マ

　　ズ」・㌧”畠へ、　　　　　　　　　　　　　　　｛

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

〔6〕

〔7〕

〔8〕

〔9〕

〔10〕

〔11〕

〔12〕

〔13〕

〔14〕

〔15〕
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